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チベ ッ ト高原上 の湖の衛星デー タ解析
＊萩野谷 成徳 （気象研 ）、藤 井 秀幸 （JAXA ）、徐健青 （JAMSTEC ）、

桑形恒男 、 石 郷岡康史 （農環研）、 康世 昌（中国科学院チベ ッ ト研 ）

は じめ に チ ベ ッ ト高原 は大気一陸面相互 作用を通じ

て大気循環や 気候変動 へ 及 ぼす影響が 大きい 。ま

た気候変動 に対して敏感に反応する地域である 。 近

年高原上 の 湖の面積拡大や 水位 上 昇 などの 気候変

動 が原 因 と見 られる兆候が報告されて いる（Wu　 and

Zhu（2008）、Wang　et　 al．（2009））。こ のような地域での

研究には湖の 現 地観測 もさる こ となが ら広域観 測を

得意 とする衛星データの 利用 が不 可 欠で ある。衛星

デー
タでは個々 の湖の 全体像を把握することが でき

ると共 に現 地観測 と組み 合わせ るこ とに より、よ り詳

細な解析が可能となる（Hagin。ya　 et 　al．（2009））。本研

究では MODIS セ ン サ
ー搭載の衛星データを利用 して

チ ベ ッ ト高原 中央部に ある湖を5 つ 抽出 して そ の 特

徴を調 べ た。

デ
ー

タ　MODIS は Terra（2000 年 2 月 〜現 在 ）と
Aqua （2002 年 6月〜現在）の 2つ の衛 星 に搭載され 、

それ ぞれ 1 日 2 回 の 観 測 が ある 。本 解 析 で は 、
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LP−DASS より配 布されて い る表面温 度データ（LST ）

とア ル ベ ドデ
ー

タを使用した 。 水 平 分 解能 は LST が

衛星直下 1km 、 ア ル ベ ドは衛星直下 500m
。 解析対象

の 湖の 位置、面 積、標高および深度は第 1 表の 通り

で ある。
解析方法 湖域 の LST データ取得率が 80％以上 の も

の を抽 出 し、湖全 体 の 平 均 LSTを求め る。日 中 の

LSTと夜間の LST の 差 を日較差と定義する 。 各観測

毎の LST の 時系列に おい て 19個の 移動平 均を求め

る。 LST の 移動平 均が初め て零度以 下 になる日を結

氷日 、零度以 上 になる日 を解 氷 日と定義する 。 なお、

各ピクセ ル の LST が零度以下 の 総数が全有効ピクセ

ル 数 に 占め る割合 （凍結 面積率）が 0，4〜0，6の 時期

に上記で定義した結氷 日、解氷 日 が入 っ て い る 。 凍
結期間は解氷 日

一結氷 日で定義する。

結果と考察 LST および凍結面積率の 年変化例 （第

　　　　　　　　 1図）、 凍結期間の 年 々 変動 （第
1，21
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第 1図 Nam 　Co の LSTおよび凍結面積率 。 矢印は結氷日 （左）と解氷 日 。
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第2 図 凍結期間 の 年々 変動 。2000年の 凍結期間 は 2000年

12月 ・v2001 年 5月 の 間 の もの である。

第 1表 湖の特徴まとめ

2 図）、結 氷 日 、解氷 日 、凍結 期

間および日較差 （第1 表）を示 す。
9月後半か ら凍結前ま で の期 間

の LST の 日 日 の 変動 は 小さい 。

凍結期 間の デー
タ取 得率 は 悪

い 。 凍 結期間は 100日程度で あ
る 。 年 々 の 凍 結 期 間 は

Zharinam。o とYamdr 。k（図 省略）

以 外は減少傾 向に 見える。 なお 、

5 湖周辺 の 気象台 の 年平 均 気

温は 1976−2005年の 期間は い ず
れも増加 傾 向で ある 。 Yamdr 。k

以 外は 周囲の 地 形 が開け、湖も

単純な形をして い る 。 また 日較差 は 2℃ 未

満で ある。

一
方 、

　Yamdrokは 周囲を山岳 地

域 に 囲まれたダ厶湖で 、入 り組んだ複雑な

形をして い る 。 日較差 は深度や透明度 と関

係が ある。 Yamdrokの 大きな日 較差 の 原因
は今後更に検討する必 要がある。
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lake　namedede m km
＾
2 m m 結氷 日 解氷 日 日 de　G

Nam 　Co30 ，790 ，747181980 ＞9540 −501 月 16日 4月27日 102± 140 ．7
Silin　Go31 ．889 ．145301640 ＞33 12月 21日 4月 12日 判 3± 709

Zharinamco3098564613985 ／1023563312 　 20 4　 5日 106± 91 ．6
Tan　 a 　 umc3118664535825 1　 14 4　 9日 85± 121 ．4
Yamdrok29 ．090 ．84441730 5920 −4012 月2重日 3月27 日 97± 77 ．5

注）凍結期間は 2000年〜2008年の 平 均 ± 標準偏差 。 日較差 は2008／10／1−2008／12／31の 平 均値。Yamdrok の 凍

結期間 は夜間 の LSTから判定 。
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